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Ⅸ 緑の地域カルテ 
 
１．区域別の総合評価 
  今回の調査結果から区域別に集計した各種データを用いて緑の特徴を区域別に解析し、

課題の抽出を行った。 
緑の評価として、緑被率、緑被変化率、公園充足率、緑視率、樹木密度、緑化余地率の

6 種類の指標を基準にしたがって 5 段階に点数化し、評価図としてレーダーグラフを作成

した。点数化の基準を表Ⅸ－１に示す。 
また、区全体における基礎データとその評価図を表Ⅸ－２、図Ⅸ－１に、区域別の評価

を表Ⅸ－３にそれぞれ示す。 
 
 

表Ⅸ－１ 指標の５段階評価 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

緑被率 緑被変化率 樹木密度 公園充足率 緑化余地率 緑視率

（％） （％） （本/ha） （％） （％） （％）

5 25.1～ 5.6～ 9.1～ 90.1～ 0.81～ 20.1～

4 20.1～25.0 2.6～5.5 7.1～9.0 80.1～90.0 0.61～0.80 17.1～20.0

3 15.1～20.0 -0.5～2.5 4.1～7.0 70.1～80.0 041～0.60 13.1～17.0

2 10.1～15.0 -3.5～-0.6 2.1～4.0 60.1～70.0 0.21～0.40 10.1～13.0

1 0～10.0 ～-3.6 0～2.0 0～60.0 0～0.20 0～10.0

区全体 18.4 1.0 6.4 77.3 0.50 14.2

点数
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表Ⅸ－２ 文京区の基礎データ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注 1：人口は、平成 31 年 1 月 1 日現在。 

2：保護樹木は、平成 30 年 10 月 1 日現在。 
 
 

 
図Ⅸ－１ 文京区の緑の評価 
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文京区基礎データ

面積 1,129.0 ha

人口 221,489 人

人口密度 196.2 人/ha

緑被率 18.4 ％

樹木被覆地率 17.0 ％

草地率 1.4 ％

裸地率 1.1 ％

樹木本数 7,253 本

保護樹木本数 690 本

樹木密度 6.4 本/ha

公園充足率 77.3 ％

緑視率 14.2 ％
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表Ⅸ－３ 区域別緑の評価 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区域
番号

区域名称
面積

（ha）
人口

（人）
樹木数
（本）

樹木密度
（本/ha）

評
価

緑被率
（％）

評
価

緑被変化率
（％）

評
価

公園充足率
（％）

評
価

緑化余地率
（％）

評
価

緑視率
（％）

評
価

1 後楽 36.3 2,265 56 1.5 1 14.1 2 14.4 5 52.4 1 0.38 2 20.5 5

2 春日 33.6 5,766 170 5.1 3 19.3 3 4.4 4 79.0 3 0.82 5 12.2 2

3 小石川南 44.5 12,929 83 1.9 1 9.5 1 -9.2 1 94.4 5 0.19 1 7.3 1

4 小石川北 41.2 9,731 194 4.7 3 15.5 3 2.5 3 82.6 4 0.54 3 16.0 3

5 白山南 34.1 9,330 103 3.0 2 11.8 2 -4.7 1 69.6 2 0.28 2 12.5 2

6 白山北 48.1 9,267 102 2.1 2 14.5 2 11.6 5 67.8 2 0.33 2 17.3 4

7 千石 68.8 19,130 135 2.0 1 11.2 2 1.0 3 80.1 4 0.35 2 13.3 3

8 水道 19.3 6,548 6 0.3 1 9.0 1 20.0 5 45.0 1 0.22 2 13.2 3

9 小日向 50.2 8,219 77 1.5 1 15.7 3 -2.3 2 85.9 4 0.72 4 13.4 3

10 大塚南 55.1 7,112 756 13.7 5 27.2 5 3.2 4 86.0 4 1.62 5 16.7 3

11 大塚北 50.9 11,535 231 4.5 3 16.8 3 7.8 5 80.4 4 0.32 2 10.5 2

12 関口 43.9 6,823 480 10.9 5 25.6 5 -3.2 2 96.3 5 0.60 3 14.8 3

13 目白台 48.5 7,168 508 10.5 5 26.7 5 -7.4 1 94.3 5 0.98 5 20.2 5

14 音羽 19.3 5,956 34 1.8 1 10.7 2 7.8 5 65.0 2 0.23 2 8.9 1

15 本郷南 55.6 10,826 89 1.6 1 9.9 1 7.6 5 66.6 2 0.21 2 14.9 3

16 本郷北 37.9 9,905 55 1.5 1 8.6 1 -10.8 1 45.8 1 0.19 1 12.6 2

17 湯島 55.3 9,598 226 4.1 3 12.3 2 2.4 3 77.8 3 0.24 2 15.3 3

18 西片 27.9 5,444 66 2.4 2 15.0 2 -6.2 1 91.1 5 0.29 2 21.0 5

19 向丘 35.4 6,907 174 4.9 3 13.8 2 -1.3 2 72.6 3 0.21 2 11.6 2

20 弥生 27.2 1,989 332 12.2 5 26.4 5 1.1 3 29.5 1 0.45 3 16.3 3

21 根津 20.5 6,487 102 5.0 3 13.0 2 1.2 3 60.0 1 0.11 1 9.5 1

22 千駄木 72.7 20,631 178 2.4 2 10.6 2 -2.8 2 91.7 5 0.33 2 8.4 1

23 本駒込東 53.5 13,597 266 5.0 3 12.3 2 4.8 4 94.0 5 0.41 3 14.9 3

24 本駒込西 66.9 13,839 240 3.6 2 14.4 2 4.3 4 96.3 5 0.70 4 16.3 3

1,046.7 221,002 4,663 4.5 － 15.2 － 1.4 － 77.3 － 0.48 － 14.2 －

25 東大本郷 42.8 487 725 16.9 5 32.3 5 -0.3 3 － － 0.25 2 － －

26 六義園 8.8 － 430 48.9 5 86.7 5 -2.3 2 － － 1.21 5 － －

27 後楽園 7.1 － 388 54.6 5 81.3 5 -2.7 2 － － 1.46 5 － －

28 植物園 16.1 － 671 41.7 5 90.5 5 -2.2 2 － － 1.60 5 － －

29 豊島岡墓地 7.8 － 376 48.2 5 87.9 5 2.6 4 － － 1.00 5 － －

82.6 487 2,590 31.4 － 58.9 － -1.1 － － － 0.79 － － －

1,129.0 221,489 7,253 － － － － － － － － － － － －

－ － 250 6.4 3 18.4 3 1.0 3 77.3 3 0.50 3 14.2 3

一般区域小計

特別区域小計

区全体

区平均
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２．区域別地域カルテ 
一般区域の区域別に、「基礎データ」、「緑のタイプと現況」、「緑の分布」、「緑の評価・指

標」、「緑の評価と課題」の 5 項目について現況、評価をまとめた区域別地域カルテを以下

に記載する。なお、「基礎データ」における用途地域の凡例は以下のとおりとする。 
 
 
 

○ 用途地域の凡例 

１低・・・第１種低層住居専用地域 

１高・・・第１種中高層住居専用地域 

２高・・・第２種中高層住居専用地域 

１住・・・第１種住居地域 

２住・・・第２種住居地域 

近 ・・・近隣商業地域 

商 ・・・商業地域 

準 ・・・準工業地域 
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３．まとめ 

  区域別地域カルテで示した緑の評価結果から、文京区全体の特徴を把握し、課題の抽出

をおこなった。 

 

 

○ 総合評価が高い区域： 目白台、大塚南、関口、春日、弥生、本駒込東、本駒込西 

 

○ 総合評価が低い区域： 本郷北、小石川南、白山南、根津 

 

 

  総合評価が高い区域（20 点以上）として、目白台、大塚南、関口、春日、弥生、本駒込

東、本駒込西が挙げられ、特に目白台、大塚南は 30 満点中の 26 点と顕著で、目白台は緑

被変化率（1 点）以外すべてが 5 点と、高い数値で安定しており、また大塚南はすべてが

平均的点数（3 点）を上回って、どちらも理想的な区域といえる。 
これら上位区域の緑地は、公共施設と住宅地に多く分布しており、樹木密度、緑被率、

緑化余地率が特に高く、安定した緑の分布と新たな緑被地の可能性があることを示してい

る。ただ、多くが民有地のため、大幅な緑の増加は望めないと考えられ、今後、現在の緑

の維持を優先にした施策の検討が必要である。 
 
  総合評価が低い区域（11 点以下）は、本郷北、小石川南、白山南、根津があげられる。 

これらの区域は、根津を除いては緑被率や樹木被覆率が低く、小石川南を除いて公園充

足率も比較的低い。 
本郷北は古い住宅地で、小石川南は住商工混在地で密集しており緑地が少なく、すべて

の項目で数値が低い。これらの区域では、緑地スペースも限られ、接道部の街路樹や生垣

など、緑視景観を考えた緑化施策が重要である。 
 
  そのほか、西片、千駄木の区域は、公園充足率が高いため緑の量としては比較的安定す

ると考えられるが、緑被率は区の平均を下回っており、緑被変化率でも低い数値を示して

いることから、今後は緑を維持して公園以外の緑地を確保していく方策を検討する必要が

ある。また、向丘など社寺が多い区域では永続的に緑を保全していくための方策も検討す

る必要がある。 
   
  なお、特別区域では緑被率、樹木密度ともに非常に高く、本区はもとより、23 区内の代

表的かつ貴重な緑となっている。今後の施策による大きな変動は考えにくいが、引き続き

万全な管理により維持、保全を継続することが望ましい。 
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